
 

情報システム学会春講演会 2023 開催報告 

 

 情報システム学会 広報委員会 

 

 

 

春講演会は、昨年の秋講演会につづいて、リアル会場の様子をオンラインでも配信するハイブ

リット形式での開催となりました。さらに会場もスクール形式ではなく、小判型の配置となっ

たため、質問やディスカッションなどが活発に出てたいへん実りある会となりました。ご参加

頂いた皆様、ありがとうございました。 

 

【概要】 

当日は、武藤様の講演(70 分)、その後質疑応答(30 分)の流れで進行 

 

1 講演内容 

 

(1) 教育改革の背景にある 5 つのメガトレンドについて 

①グローバル化 

②人口減少・少子高齢化 

③デジタル化（Society5.0） 

④変化の激しい、不確実性の時代 

⑤人生１００年時代 

 

(2) データでみる日本の教育と社会について 

 ①日本の子供は OECD 各国の中でもトップクラスの成績である一方、学習にデジタル機器が

使われていない傾向 

 ②過去の経緯から「正解主義」に偏り、「自分で課題を見つけ、解決する力」の育成が不十分 

③要保護・準要保護の児童生徒は近年 14〜15％を推移 

演 題 
何故 GIGA スクール構想なのか？ 

~近未来の人材需要と教育 DX~ 

講 師 
武藤 久慶氏 

文部科学省 初等中等教育局 学校デジタル化 PT リーダー 

日 時 2023 年 3 月 4 日（土）14:00〜16:40 

参加人数 29 名(オンライン参加者も含む) 



④喫緊の課題としての働き方改革 

 

(3) GIGA スクール構想について 

①「令和の日本型学校教育」 の構築を目指す 

②「個別最適な学び」と「協働的な学び」双方の充実 

③GIGA 端末の普及と活用 

④日常的な活用が進んでいる学校の事例紹介 

⑤働き方改革への活用事例 

 

2 いただいたご質問 

 

・日本とアメリカの間でどのような学習の差があり、それは今後どのくらい広がっていくのか？ 

・最近急激に賢くなってきている AI(ChatGPT)について、どのようにお考えか? 

・GIGA 端末が古くなった際に刷新するための予算や具体的な計画は現時点で考えておられるか？ 

・GIGA 端末上に生徒の利用データが残っていくと思いますが、どのように扱かわれるのか？  

など 

 

【講演会の様子】 

 


